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行
仙
宿
か
ら
２
１
世
紀
の
森
の
巡
回
整
備 

 

◇
実
施
日 

 

３
月
２
３
日
（
日
） 

 

晴 

◇
参
加
者 

 

沖
崎
吉
信
、
児
嶋
道
夫
、
湯
川
一
郎
、
阪
口
雄
二
、
小
山
益
生
、

梶
野
照
雄
、
高
橋
桂
太
、
今
井
泰
男 

 
 
 
 

 

８
名 

  

前
回
の
玉
置
山→

２
１
世
紀
の
森
に
続
き
、
今
回
は
行
仙
宿
か
ら
２
１
世
紀

の
森
と
少
し
距
離
が
あ
る
。
し
か
し
湯
川
君
が
東
屋
岳
か
ら
２
１
世
紀
の
森
間

を
引
き
受
け
て
く
れ
た
お
か
げ
で
行
仙
宿
か
ら
東
屋
岳
、
Ｒ
４
２
５
の
ル
ー
ト

を
と
る
こ
と
が
で
き
た
。 

去
年
ま
で
は
自
由
参
加
で
受
け
付
け
て
い
た
が
、
皆
さ
ん
年
を
重
ね
て
き
た
の

で
年
齢
の
リ
ス
ク
を
考
え
、
春
季
巡
視
は
今
年
か
ら
参
加
者
を
絞
っ
て
実
施
す

る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
果
７
人
の
精
鋭
部
隊
と
な
っ
た
。 

今
日
は
熊
野
修
験
か
ら
初
参
加
の
小
山
さ
ん
と
、
飛
び
入
り
で
参
加
さ
れ
た
横

浜
市
の
今
井
さ
ん
が
加
わ
っ
た
。 

当
日
、
沖
崎
、
阪
口
、
湯
川
の
３
車
に
６
人
が
乗
り
こ
み
、
ま
ず
２
１
世
紀
の

森
に
湯
川
車
を
デ
ポ
し
Ｒ
４
２
５
の
東
屋
岳
登
山
口
に
向
か
っ
た
。
登
山
口
に

は
昨
夜
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
泊
の
梶
野
君
が
待
機
し
て
い
て
合
流
。
湯
川
君

が
単
独
で
東
屋
岳
に
登
っ
て
い
く
の
を
見
送
り
、
３
台
で
行
仙
宿
登
山
口
に
向

か
っ
た
。
高
橋
君
に
は
先
に
行
仙
宿
に
行
き
そ
こ
で
待
つ
よ
う
伝
え
て
い
て
、

登
山
口
に
は
彼
の
車
が
停
め
ら
れ
て
い
た
。 

児
嶋
、
梶
野
が
モ
ノ
レ
ー
ル
で
、
残
り
の
今
井
、
阪
口
、
小
山
の
３
名
は
歩
い

て
行
仙
宿
に
向
か
っ
た
。
モ
ノ
レ
ー
ル
が
無
人
で
降
り
て
く
る
ま
で
の
間
、
登

山
口
周
辺
の
片
付
け
な
ど
を
行
う
。
モ
ノ
レ
ー
ル
は
片
道
１
５
分
程
な
の
で
降

り
て
く
る
ま
で
に
３
０
分
は
あ
る
の
で
片
付
け
に
は
十
分
な
時
間
だ
。 

村
吉
さ
ん
が
金
曜
日
か
ら
一
人
で
持
経
宿
に
入
っ
て
作
業
し
て
く
れ
て
い

て
、
何
か
手
伝
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
白
谷
林
道
経
由
で
持
経
宿
に
向
か
っ
た
。 

村
吉
さ
ん
の
情
報
で
白
谷
林
道
は
重
機
が
入
っ
て
整
備
し
て
あ
る
そ
う
だ
が
、

走
っ
て
み
る
と
路
面
は
荒
れ
気
味
で
５
～
６
回
車
を
停
め
て
落
石
を
取
り
除

い
た
。
持
経
宿
ま
で
あ
と
２
㎞
位
、
平
治
谷
近
く
ま
で
来
て
パ
ン
ク
だ
。 

肩
、
腰
、
膝
が
痛
く
、
タ
イ
ヤ
交
換
に
３
０
分
ほ
ど
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
よ

う
や
く
持
経
宿
に
着
い
て
、
杉
本
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
毛
布
１
０
枚
、
ミ
カ

ン
の
枝
の
マ
キ
材
を
小
屋
に
運
ぶ
。
毛
布
の
入
れ
替
え
や
小
屋
内
外
の
整
理
な

ど
を
二
人
で
行
っ
た
。
村
吉
さ
ん
は
今
日
が
３
日
目
で
、
ま
め
に
清
掃
、
片
付

け
を
行
っ
て
く
れ
て
い
た
。
昨
日
平
治
宿
に
行
く
予
定
だ
っ
た
が
、
あ
ま
り
に

も
風
が
強
く
中
止
し
て
、
ず
っ
と
持
経
宿
に
居
た
よ
う
だ
。 

東
屋
岳
の
登
山
口
に
午
後
２
時
頃
に
着
き
た
い
の
で
、
午
後
１
時
に
持
経
宿
出

発
、
午
後
２
時
過
ぎ
に
登
山
口
に
着
い
た
。
午
後
３
時
に
は
下
山
す
る
と
思
っ

て
い
た
が
、
全
員
が
下
山
し
た
の
は
午
後
４
時
過
ぎ
だ
っ
た
。 

少
々
遅
く
な
っ
た
が
、
全
員
無
事
。
ト
ラ
ブ
ル
や
道
中
に
異
常
が
な
か
っ
た
と

の
こ
と
で
ヤ
レ
ヤ
レ
だ
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

（
記
；
沖
崎
） 

 

【
行
仙
宿
か
ら
東
屋
岳
】 

 
持
経
宿
に
行
っ
て
村
吉
さ
ん
の
手
伝
い
を
す
る
沖
崎
さ
ん
を
残
し
て
、
午
前

８
時
４
０
分
に
モ
ノ
レ
ー
ル
で
登
り
始
め
た
。
終
点
に
着
き
、
無
人
で
搬
器
を

降
ろ
す
。
行
仙
宿
に
着
い
て
、
お
堂
で
勤
行
の
後
出
発
す
る
。
笠
捨
山
の
捲
道

分
岐
で
高
橋
君
が
「
山
頂
を
経
由
し
た
い
」
と
い
う
の
で
、
一
人
山
頂
経
由
で

歩
い
て
も
ら
っ
た
。
５
人
で
捲
道
を
進
む
が
、
全
く
異
常
は
無
い
。
落
ち
て
い



る
枯
れ
枝
を
除
け
な
が
ら
２
４
番
鉄
塔
先
の
ベ
ン
チ
で
一
休
み
。
捲
道
は
北
側

斜
面
な
の
で
部
分
的
に
雪
が
残
っ
て
い
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

行
仙
宿
に
向
か
う 

 
 
 
 

お
堂
で
勤
行 

 
 
 
 
 
 
 

支
障
木
を
切
除 

支
障
木
を
５
本
ほ
ど
排
除
し
、
登
山
道
中
央
の
石
を
除
け
た
り
し
な
が
ら
２
時

間
掛
か
っ
て
西
側
の
分
岐
に
着
い
た
。
高
橋
君
の
姿
が
見
え
な
い
の
で
、
到
着

す
る
の
を
待
っ
て
い
る
と
逆
方
向
か
ら
鈴
の
音
が
聞
こ
え
て
高
橋
君
が
現
れ

た
。
待
ち
合
わ
せ
場
所
を
間
違
え
た
か
と
思
い
次
の
鉄
塔
ま
で
行
っ
た
そ
う
だ
。

全
員
揃
っ
た
の
で
２
６
番
鉄
塔
ま
で
行
き
昼
食
を
摂
っ
た
。
食
後
は
コ
ジ
マ
カ

フ
ェ
が
開
店
、
暖
か
い
コ
ー
ヒ
ー
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
。
地
蔵
岳
山
頂
経
由

班
を
児
嶋
、
阪
口
、
高
橋
の
３
名
で
。
捲
道
経
由
を
梶
野
、
小
山
、
今
井
の
３

枚
が
担
当
し
た
。
山
頂
経
由
班
は
設
置
し
て
あ
る
ク
サ
リ
の
点
検
、
捲
道
班
は

倒
木
処
理
と
登
山
道
の
点
検
を
行
っ
た
。
捲
道
に
入
っ
て
す
ぐ
、
２
７
番
鉄
塔

付
近
は
線
下
伐
採
が
さ
れ
、
以
前
は
見
え
な
か
っ
た
鉄
塔
基
部
が
よ
く
見
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
捲
道
に
異
常
は
無
く
、
奥
駈
道
に
上
が
る
ま
で
も
倒
木

は
無
か
っ
た
。
４
５
分
で
奥
駈
道
に
復
帰
し
、
山
頂
経
由
班
を
待
つ
。
か
な
り

長
い
時
間
話
を
し
な
が
ら
待
っ
て
よ
う
や
く
声
が
聞
こ
え
だ
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 
 
 

地
蔵
岳
班
を
待
つ 

 
 
 
 
 

地
蔵
岳
班
到
着 

声
が
聞
こ
え
て
か
ら
姿
が
見
え
る
ま
で
も
１
０
分
ほ
ど
あ
っ
て
、
山
頂
経
由
班

が
着
い
た
の
は
１
時
間
１
０
分
後
だ
っ
た
。 

 
 

 
 

 

地
蔵
岳
付
近
の
ク
サ
リ
点
検 

四
阿
之
宿
ま
で
進
ん
で
休
憩
、
沖
崎
さ
ん
に
無
線
で
現
在
地
を
伝
え
た
。
東
屋



岳
を
通
っ
て
Ｒ
４
２
５
へ
下
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

四
阿
之
宿
で
休
憩 

 
 
 
 

も
う
す
ぐ
国
道 

 
 
 
 
 
 

 

Ｒ
４
２
５
で 

途
中
で
一
度
休
み
、
一
時
間
で
沖
崎
さ
ん
の
待
つ
国
道
に
着
い
た
。
沖
崎
さ
ん

と
は
こ
こ
で
別
れ
、
行
仙
宿
登
山
口
に
車
が
あ
る
阪
口
、
小
山
、
高
橋
の
３
名

を
乗
せ
て
登
山
口
に
向
か
い
登
山
口
で
解
散
し
た
。
Ｒ
４
２
５
は
小
川
の
西
側

で
通
行
止
め
が
続
い
て
い
る
た
め
、
通
行
車
両
は
無
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
後

ろ
か
ら
２
輪
車
が
３
台
も
来
た
の
に
は
驚
い
た
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

（
記
；
梶
野
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

 0
8

：2
5

補
給
路
登
山
口→

0
9

：1
5

行
仙
宿0

9

：2
2
→

0
9

：3
1

笠
捨
山
捲
道
分

岐→
1
0

：1
9

２
４
番
鉄
塔
ベ
ン
チ→

1
1

；4
0

西
側
分
岐→

1
2

：1
3

２
６
番
鉄

塔
・
昼
食1

2

：4
8
→

1
3

：3
4

捲
道
経
由
、
奥
駈
道1

4

：4
1
→

1
5

：0
2

四
阿
之

宿→
1
6

：0
3

Ｒ
４
２
５→

1
6

：4
0

補
給
路
登
山
口 

 

 

【
東
屋
岳
か
ら
２
１
世
紀
の
森
】 

  

東
屋
岳
登
山
口
か
ら
の
道
は
昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ
状
況
で
、
枯
れ
枝
を
踏
ん
で

登
っ
た
。
東
屋
岳
か
ら
い
っ
た
ん
下
り
、
香
精
山
手
前
の
展
望
地
か
ら
笠
捨
山

方
面
を
見
る
と
、
昨
年
と
同
様
に
黄
砂
な
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
す
っ
き
り
と

は
し
な
い
青
空
だ
。  

 
 

 
 

東
屋
岳
へ
向
か
う 

 
 
 
 

倒
れ
掛
か
っ
た
木 

 
 
 
 
 

テ
ー
プ
の
先
に
倒
木 

道
中
枯
れ
枝
を
手
で
払
い
な
が
ら
進
ん
で
い
た
が
、
拝
返
し
か
ら
檜
之
宿
跡

迄
の
間
に
倒
木
予
備
軍
が
２
本
あ
り
、
最
初
の
１
本
目
は
大
き
く
、
い
ず
れ
道

を
塞
い
で
し
ま
う
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。
ま
た
、
香
精
山
の
す
ぐ
先
の
尾
根
上

で
、
赤
テ
ー
プ
沿
い
に
進
む
と
倒
木
に
行
き
当
た
っ
た
。
テ
ー
プ
が
な
く
て
も

迷
う
場
所
で
も
な
い
の
で
、
い
っ
た
ん
赤
テ
ー
プ
を
は
が
し
つ
つ
戻
っ
た
。 

 

そ
の
後
は
淡
々
と
下
る
だ
け
で
、
昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ
時
間
に
２
１
世
紀
の
森

に
下
り
立
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

（
記
；
湯
川
） 



 

行
動
タ
イ
ム 

 

東
屋
岳
登
山
口7
：5

8
→

9

：2
5

東
屋
岳9

：2
6
→

1
0

：1
2

香
精
山1

0

：1
3
→

1
1

：0
3

塔
ノ
谷
峠1

1
：0

3
→
1
1

：4
4

古
屋
の
辻1

1

：4
5
→

1
2

：0
7

２
１
世
紀

の
森 

 


